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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 1 

環
境
整
備
は
気
づ
き
を
高
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る 

～
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
対
面
で
の
共
同
作
業
に
価
値
が
あ
る
～ 

企
業
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
バ
ー
の
第
三
者
保
守
を

手
掛
け
る
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ(

株)

。
こ
の
分
野

に
お
け
る
国
内
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
、

今
、
飛
ぶ
鳥
落
と
す
勢
い
の
会
社
で
す
。 

企
業
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
バ
ー
は
、
通
常
、
五
年

間
使
用
す
る
と
メ
ー
カ
ー
の
保
守
が
期
限

切
れ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
新
た
な

サ
ー
バ
ー
に
買
い
替
え
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
た
め
、
サ
ー
バ
ー

を
そ
の
ま
ま
使
い
続
け
、
メ
ー
カ
ー
以
外
か

ら
保
守
を
受
け
る
「第
三
者
保
守
」の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

第
三
者
保
守
の
要
は
、
「部
品
の
確
保
」。

顧
客
企
業
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
バ
ー
に
不
具
合
が
発

生
す
る
と
、
ど
の
部
位
に
障
害
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
特
定
し
、
そ
の
部
品
を
正
常
な
も

の
と
交
換
し
ま
す
。 

で
す
か
ら
、
交
換
す
る
た
め
の
部
品
を
、

い
か
に
過
不
足
な
く
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
か

が
、
商
売
の
カ
ギ
に
な
る
の
で
す
。 

そ
の
交
換
部
品
の
保
管
場
所
が
、
埼
玉
県

久
喜
市
に
あ
る
関
東
ス
ト
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（Ｋ

Ｓ
Ｃ
）で
す
。
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
中
に
は
、
膨
大
な
種

類
と
数
の

サ
ー
バ
ー

部
品
が
在

庫
さ
れ
て

い
ま
す
。 

同
社
で

は
今

期
、

こ
の
Ｋ
Ｓ
Ｃ

の
環
境
整

備
（整
理
・

整

頓
・清

掃
）を
経
営
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
掲
げ
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
内
に
委
員
会
を
設
け
て
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
、
非
常
に
積
極
的
な

人
た
ち
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
社
員

さ
ん
た
ち
も
、
か
な
り
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
安
全
性
や
生
産
性

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
発
化
な
ど
、
様
々
な
成
果
が
出
て
い
ま

す
。 以

下
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
報
告
書
か

ら
、
コ
メ
ン
ト
の
抜
粋
で
す
。 

〈出
荷
場
の
整
理
・整
頓
を
す
る
事
で
広

い
空
間
で

作
業
が
出

来
る
の
で

作
業
効
率

が
上
が
っ

た
。
出

荷

棚
に
あ
っ

た
長
期
間

放
置
さ
れ

て
い
た
部

材
を
棚
戻

し
す
る
良

い
機
会
に

な

っ
た
。

生
産
チ
ー

ム
の
方
々

と

棚

解

体
・棚

組

み
・棚

移

動

を

行

う
事
に
よ

り
チ
ー
ム

と
し
て
一

体
感
を
感

じ
た
。 

〉 

〈こ

ち

ら
が
や
り

た
い
こ
と

を
伝
え
る

と
、
皆

さ

ん
が
い
ろ

い
ろ
考
え

て
意
見
を

い
た
だ
け
た
の
で 

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で

き
た
。
作
業
当
日
、
私
自
身
（リ
ー
ダ
ー
）

が
外
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
皆
さ
ん
で
作

業
分
担
を
し
て
く
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

で
き
て
い
た
。
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
時
間
が
足
り
な
い
。
〉 

〈在
庫
部
品
置
き
場
に
地
震
対
策
バ
ン
ド

を
取
り
付
け
を
行
い
、
上
部
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヘ
ル
プ
で
来

て
い
た
Ｓ
君
が
飛
び
入
り
で
在
庫
移
動
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
。
掃
除
機
で
清
掃
時
、
吸

引
が
弱
く
な
っ
て
い
た
た
め
“
掃
除
機
の
そ

う
じ
”も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ヘ
ル
プ
で
き

て
い
る
方
の
飛
び
入
り
参
加
に
つ
い
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
一
つ
の
こ
と

を
皆
で
す
る
こ
と
は
、
仲
間
意
識
が
生
ま

れ
る
と
感
じ
た
。 

但
し
、
掃
除
機
の
そ
う

じ
の
際
、
掃
除
機
の
紙
パ
ッ
ク
を
探
す
場
面

が
あ
り
、
「表
示
・標
識
」は
大
事
で
あ
る
と

再
認
識
し
た
。 

〉 

〈掃
除
用
具
入
れ
を
改
良
す
る
事
で
誰

が
使
用
し
て
も
一
目
で
用
具
置
き
場
と
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（文
字
と
色
で
分
け

る
工
夫
） 

廃
棄
予
定
だ
っ
た
袖
机
を
再
利

用
し
、
新
た
に
作
業
台
と
し
て
イ
ン
ス
タ

パ
ッ
ク
付
近
に
設
置
す
る
事
で
作
業
効
率

が
上
が
っ
た
。
今
回
複
数
の
方
々
に
現
状
か

ら
の
改
善
点
を
聞
く
事
で
自
分
で
は
気
づ

け
な
い
部
分
を
発
見
す
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
。
〉  

〈メ
ン
バ
ー
の
意
見
が
た
く
さ
ん
聞
け
、

進
ん
で
や
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
Ｓ
室

入
口
付
近
が
ス
ッ
キ
リ
し
何
が
ど
こ
に
あ
る

か
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
環
境
整
備
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
て
大
事
！
で
す
。
作
業
の
し

や
す
い
Ｓ
室
に
着
々
と
前
進
し
て
い
っ
て
ま

す
。 

〉 

現
代
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
支
え
る
同
社
の

屋
台
骨
は
、
社
員
さ
ん
た
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
な

や
り
取
り
が
支
え
て
い
ま
す
。 

同
社
の
勢
い
は
、
間
違
い
な
く
今
後
も
続

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。  

 
 

 

（小
早
） 

支
援
事
例
紹
介 

VOL.201 

チームで協力しての棚の移動作業 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
や
講
演
を
承
り
ま
す
。
目
的
や
対
象
者
に
応
じ
て
、
時
間
や
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

KSC内の膨大な数のサーバー部品在庫 

ごみごみしていた出荷前作業場 整理してスッキリした出荷前作業場 

地震対策用のネットを張る 

整備された掃除道具置場 

https://www.soujinochikara.com/
https://www.soujinochikara.com/newsletter-backnumber/
https://peraichi.com/landing_pages/view/sc-onlineseminar?_ga=2.118923151.723854818.1645406583-700725011.1643956453


 2 

 

株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第201号 2022(令和4)年4月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 

2 

にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
『環
境
整
備 

一
日
一
言
』を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 

VOL.201 

編集後記 

京都の休日 

 出張で各地に出かけますが、移動と仕事に終始し、滅

多に観光はしません。 

 先日、京都出張の折に、

時間が空いて、石庭で有名

な龍安寺まで足を延ばしま

した。 

 お寺はいいですね。心が

落ち着きます。 

 ①モノが少ない。 

 ②掃除が行き届いている。 

環境整備のお手本が、まさにここにあります。   （小早） 

今月の読書から 『老人支配国家 日本の危機』エマニュエル・トッド 著 

～コロナ対応で露わになった、日本の問題点～ 

 フランスの歴史

人口学者・家族

人類学者である

著者が、その専

門的見地から、

日本の政治・経

済・社会が抱える

根本的な問題点

を鋭く指摘した、

とても読みやす

く、目からウロコ

の書です。 

〈今回の新型コロナウィルスのパンデミッ

クは、（中略）各国の「死者数」は膨大です

が、その大部分は高齢者です。現役世代

の死者はわずかで、コロナ以前に想定さ

れていた高齢者の寿命を縮めたにすぎ

ず、人口動態全体に与えるインパクトは

大きくありません。〉 

〈むしろ「出生数の減少」と「自粛生活が全

世代の平均寿命にもたらす悪影響」の方

が今後、明らかになってくるでしょう。〉 

〈要するに、「高齢者」の「健康」を守るた

めに、「若者」と「現役世代」の「生活」に犠

牲を強いたわけで、その傾向は、例えば

「老人支配」の度合いの弱い英米よりも、

日本のような「老人支配」の度合いの強い

国ほど顕著です。〉 

〈日本は「コロナによる死亡率」を最小限

に抑えましたが、社会が存続する上で「高

齢者の死亡率」よりも重要なのは、「出生

率」であることを忘れてはいけません。〉 

〈日本の経営者にとって、人手不足は深

刻な問題となっているはずです。ですか

ら、この度の移民受け入れ拡大は、日本

にとって大きな一歩です。ただ、移民の受

け入れにあたって肝要なのは、流入を賢

明に管理することです。〉 

〈第一の過ちは、移民受け入れによって、

「少子化対策の方をおろそかにすること」

です。人口減少や出生率低下を不可避

の前提とする議論がありますが、間違っ

ています。国家の介入によって出生率が

回復した事例は、フランスやロシアなどい

くらでもあります。〉 

〈人口学者として断言できるのは、中国が

米国を凌ぐ大国となり、世界の覇権を握

るようなことはあり得ない、ということで

す。（中略）2020年の合計特殊出生率は

1.3人という衝撃的な数値でした。（中略）

さらに懸念されるのは、出生児の男女比

です。106人（男子）対100人（女子）が通

常値であるのに、今日の中国では、118

人（男子）対100人（女子）という異常値を

示しています。出生前の性別判断が技術

的に可能になり、女子の選択的堕胎が行

われているからで、必ず将来の人口構成

に大きな歪みをもたらします。こうした点

から、中国の将来を楽観視する人口学者

など、一人もいないのです。〉 

〈とはいえ、“中国の力”をどう見るかにつ

いて、従来の考えに若干変更を加える必

要を感じています。私が過小評価してい

たのは、その破格の人口規模がもたらす

影響です。（中略）中国は内的矛盾を抱え

たまま、いわば「国内の人口の半分を置

き去り」にしたまま、その人口規模ゆえに

経済発展を続けて、少なくとも「地球の重

心の一つ」になる可能性があります。〉 

 あまり注目されない人口問題ですが、真

剣に向き合う必要がありますね。 （小早） 

飛鳥のつぶやき 

長い道のり 

 「子供が大きくなってきた

らキャンプでしょ！」と、

キャンプギアを検討するこ

と1年。ようやく重い腰を上

げ、一連のギアを購入しま

した。 

 よし！まずはデイキャン

プだ！とタープの張り方動画を早速見始めました。が。 

え…工程多くない？ロープ結び難しくない…？？（^q^） 

 早くも及び腰のインドア親子。果たして今年無事にキャ

ンプデビューできるのか…乞うご期待！      （大槻） 
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